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ご使用の前にお読み下さい 

 

このたびは、パトホンＰＲ－７０００をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

本製品をご使用になる前に、本書をよくお読みになり、正しくお取り扱い下さい。また、お読み

になったあとも、いつでも見られる場所に大切に保管して下さい。 

 

 

安全上のご注意 

 

！
 

警告 
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が

想定される内容を示しています。 

！
 

注意 
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が障害を負う可能性が想定される

内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

 

！
 
警告 

 

✩ 電源にはＡＣ１００Ｖ以外の電圧を使用しないで下さい。火災や感電の原因となります。 

✩ 電源プラグは、タコ足配線をしないで下さい。コンセントが過熱して火災の原因となる恐れがあり

ます。必ず専用のコンセントをご使用下さい。 

✩ 濡れた手で、電源プラグを抜き差ししないで下さい。感電の原因となる事があります。 

✩ 電源プラグの刃に金属などが触れると火災・感電の原因となります。 

✩ 電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないで下さい。電源コードは重い物を乗せた

り、加熱されたり、強く引っ張ったりすると破損し、火災や感電の原因となります。 

✩ 電源コードを無理に曲げたり、ねじったりしないで下さい。火災・感電の原因となります。 

✩ 本装置には、必ずアースを接続（接地）して下さい。（Ｄ種１００Ω以下） 

落雷による本装置の損害や火災が発生するのを予防する効果があります。 

✩ 本装置に水が入らない様、また、濡らさない様ご注意下さい。火災・感電の原因となります。 

✩ 本装置の上や近くに花瓶、植木鉢、コップ、化粧品、薬品、水などの入った容器または小さな金属

物を置かないで下さい。こぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となります。 

✩ ぐらついた台の上や傾いた所等、不安定な場所に置かないで下さい。落ちたり、倒れたりして、怪

我の原因となります。 

✩ 振動・衝撃の多い場所に置かないで下さい。落ちたり、倒れたりして、怪我の原因となります。 

✩ 通風孔等から金属類や燃えやすい物など異物を入れないで下さい。火災・感電の原因となります。 

✩ 本装置の通風孔を塞がないで下さい。内部に熱がこもり火災の原因となる事があります。 

✩ 本装置を分解・改造しないで下さい。火災・感電の原因となります。 

✩ 本装置のカバーは外さないで下さい。内部には電圧の高い部分がありますので感電の原因となりま

す。内部の点検、調整、修理は販売店にお申し付け下さい。 

✩ 雷が激しい時は、電源コード・回線コードに触れないで下さい。感電の原因となります。 
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✩ 近くに雷が発生した時は、電源プラグをコンセントから抜いて下さい。雷によっては、火災・感電

の原因となります。 

✩ 記録紙交換、紙づまり修正の際、指はさみ、指の怪我にご注意下さい。またサーマルヘッド等は、

高温になっていますので触れないで下さい。 

✩ 電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換を依頼下さい。そのまま使用すると

火災・感電の原因となります。 

✩ 故障したまま使用しないで下さい。火災・感電の原因となります。すぐに電源スイッチおよびＢＡ

Ｔスイッチを切り、差し込みプラグを抜いて修理をご依頼下さい。 

✩ 損傷したケーブルやアダプタ等を使わないで下さい。火災・感電の原因となる事があります。 

✩ 万一、内部に水などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチおよびＢＡＴスイッチを切り、

電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡下さい。そのまま使用すると火災・感電の原因

となります。 

✩ 万一、本装置の内部に異物が入った場合は、まず本体の電源スイッチおよびＢＡＴスイッチを切り、

電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡下さい。そのまま使用すると火災・感電の原因

となります。 

✩ 万一、煙が出ている、変な臭いがする異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因となります。

すぐに電源スイッチおよびＢＡＴスイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントから抜き、

煙が出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼下さい。お客様による修理は危険ですから絶対

おやめ下さい。 

✩ 万一、本装置を落としたり、キャビネットを破損した場合は、機器本体の電源スイッチおよびＢＡ

Ｔスイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡下さい。そのまま使用する

と火災・感電の原因となります。 
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！
 
注意 

 

✩ 電源プラグは、コンセントに確実に差込んで下さい。 

✩ 電源コードを熱器具に近付けないで下さい。コードの被覆が溶けて、火災・感電の原因となる事が

あります。 

✩ 長時間、本装置をご使用にならない時は、安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いて下さ

い。 

✩ 電源プラグを抜く時は、必ずプラグを持って抜いて下さい。 

電源コードを引っ張るとコードが傷ついて、火災や感電の原因となる事があります。 

✩ 修理用の部品は必ず指定部品をご使用下さい。 

規定以外の部品を使用されますと、火災や故障の原因となります。 

✩ 本装置の設置は卓上設置とし、安定したところに堅固に取り付けて下さい。 

安定したところに設置し落下する恐れの無い様にして下さい。 

✩ 次の様な場所には設置しないで下さい。本装置の故障や、火災・感電の原因となります。 

●振動や衝撃の影響を受けるところ。 

●直射日光や冷暖房機のそばあるいは、冷凍・冷蔵庫の内部など急激な温度変化の影響を受け

やすいところ。 

●風呂場など、高温・高湿度のところ。 

●塵埃・粉塵・有毒ガスのあるところ。 

●煙・油煙・湿気（蒸気）などが直接当たるところ。 

●昆虫や害虫などが徘徊しているところ。 

✩ 本装置は屋内で使用する様に作られています。防水対策は施してありません。 

✩ 本装置の工事（配線・据付・試験調整・移動・撤去など）は技術と経験が必要です。 

必ず「公衆電気通信工事担任者」の有資格者に依頼して下さい。無資格者による工事は、電話が不

通になったり、本装置の故障の原因となります。 

✩ 水滴がついたら乾いた布で拭き取って下さい。 

✩ １年に一度くらいは内部の掃除を販売店などにご相談下さい。本装置の内部に埃が溜まったまま長

い間掃除をしないと、火災や故障の原因となる事があります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に

行うと、より効果的です。なお、内部掃除費用については販売店などにご相談下さい。 

✩ 使用済の電池は火中に投げ入れないで下さい。爆発して火災・やけどの原因となることがあります。 
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お知らせ 

 

✩ 本装置は電話（アナログ）回線を使用した受信装置です。 

●火災や危険を防止したり、人命を救助する装置ではありません。 

●盗難を完全に防止するものではありません。 

本装置の設置にあたっては、使用方法や使用条件を十分確認の上ご使用下さい。 

✩ 本装置は、電気事業法で定められた「端末機器技術基準適合認定」対象品です。改造は法律違反と

なります。 

✩ 本装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）基準に基づくクラスＡ情報技術装

置です。本装置を家庭環境で使用すると、電波障害を引き起こす事があります。この場合には、使

用者が適切な対策を講ずる様に要求される事があります。取扱説明書にしたがって正しく取扱って

下さい。 

✩ 本装置は、電子部品（ＩＣなど）を採用しているため、テレビ・スピーカーボックスなどの電磁波

や磁気の発生する機器のそばでのご使用は、雑音が発生したり、通信が途切れるなどの原因となる

場合がありますので避けて下さい。 

✩ 本装置の故障もしくは不具合などが原因で発生する付随的障害、被害につきましては、当社は一切

の責任を負いかねますのでご了承下さい。 

✩ 本装置は、日本国内で使用する様に作られております。海外では使用出来ません。 
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お願い 

 

✩ 本装置は、通信機器です。常に正常な状態でご使用頂くために、専門技術者による保守契約をして

頂き、１年に一度は、定期点検を実施して下さい。 

✩ 本装置は停電（ＡＣ１００Ｖ喪失）時でも動作させるために非常用の電池を実装しております。次

の事にご注意下さい。 

●本装置を使用中は電源を切らないで下さい。（常時、充電状態でご使用下さい。停電用電池

を満充電にするためには、約１週間の連続充電時間が必要です。） 

●停電時における動作補償時間は、新品の電池で約３０分（但し満充電、電池新品時、回線ユ

ニット未実装で着信回数３回まで）です。電池が古くなりますと動作補償時間は次第に短く

なり、最後には機能しなくなります。 

●停電用電池は消耗品です。定期的（約３年）に交換して下さい。電池の交換は、販売店また

は弊社営業部にお申し付け下さい。 

電池パック回収のお願い 

 

停電用電池パックはリサイクル可能なニカド電池です。

不要になった電池パックは、お買い求めになった販売店

にご持参いただくか、販売店担当者にお渡し下さい。 

リサイクルの推進にご協力下さい。 

✩ 本装置は、ＩＣなど半導体の動作保護用のリチウム電池を使用しています。リチウム電池の寿命は

装置を通電している状態で約３年です。但し、保存環境により大きく変わりますのでご注意下さい。

リチウム電池の交換は、販売店または弊社営業部にお申し付け下さい。 

●正しく交換しないと電池が爆発する危険があります。 

●製造業者の推奨する電池または同タイプの電池と交換して下さい。 

●使用後の電池を捨てる時は製造業者の指示に従って下さい。 

✩ 本装置は、電話回線やセンサ（感知機器）など本装置以外の機器または装置などと電線を使用して

接続されています。点検の時または異常あるいは不具合がある時には、必ず本装置以外に接続され

ている機器などについても確認して下さい。 

✩ 本装置はＮＴＴの一般加入者電話回線（アナログ）に接続して下さい。ＰＢＸその他の回線は電気

的条件等の相違で、正常に動作しない場合があります。 

 

 

認定 

 

財団法人 電気通信端末機器審査協会 

     技術基準適合認定 Ａ０５－０１３７００１ 

              平成１７年 ３月３１日 
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１． 概 要 

本装置は「パトホン ＰＲ－７０００」と称し、監視・制御を行う場所に端末機を設置し、集中

監視を行う際に使用する受信装置です。 

本装置は、ＮＴＴの一般加入電話回線にて端末機より送られてくるデータを受信して、その内容

を印字記録する事が出来ます。また、本装置に接続した外部機器（コンピュータシステム等）から

端末機の外部機器を制御する事により、集中監視・制御を行うシステムに使用します。 

 

２． 特 長 

• 基本構成で監視システムが構成出来ます。 

• 最大８回線まで収容出来ます。 

• 信号方式（Ｐ－２０００，Ｐ－２０００ＥＮＱ，Ｐ－３０００，Ｐ－６０００，Ｐ－６０００

拡張）のパトホン端末機からの送信データを受信可能です。 

 

３． 構 成 

３．１ 構成 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタ 

パソコン 

通話用表示器 

信号方式パトホン 端末機

ＰＴ－５５００等 

表示ユニット 

ＮＴＴ一般アナログ電話回線
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３．２ 構成品 

① パトホン ＰＲ－７０００ 

信号方式パトホン端末機からのセンサ情報等を受信し、接続された装置またはプリンタにデー

タを出力します。 

 

② プリンタ【ＳＰ２３２０，スター精密製】（オプション） 

本ユニットを接続する事により、ＰＲ－７０００が受信したデータ等を印字する事が出来ます。 

 

③ パソコン【ＤＯＳ／Ｖ互換】（オプション） 

汎用のＤＯＳ／Ｖ互換パソコンをＲＳ－２３２Ｃにて接続し、専用ソフトウェア（後処理ソフ

ト ＰＲ－６３１１等）をインストールする事により、ＰＲ－７０００が受信した端末番号お

よびセンサ情報をパソコンの画面上に表示する事が出来ます。 

また、パソコンからＰＲ－７０００を制御し、センサ確認等を行う事が出来ます。 

 

④ 通話用表示器【ＰＲ－６０８０】（オプション） 

本ユニットを接続する事により、通報元と通話をする事が出来ます。 

※ 端末機にハンズフリー機能が必要です。 

 

⑤ 表示ユニット【ＰＲ－７００１】（オプション） 

本ユニットをＲＳ－２３２Ｃにて接続する事により、ＰＲ－７０００が受信した端末番号およ

びセンサ情報をＬＥＤ表示する事が出来ます。 

 

⑥ 回線ユニット【ＰＲ－７００２】（オプション） 

本ユニットをＰＲ－７０００本体内部に実装する事により、１枚あたり２回線を増設する事が

出来ます。 

最大で３枚まで実装する事が出来ます。 
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４． パネル説明 

４．１ 前面パネル 

 

 

 

 

①電源ランプ··········· 電源を投入すると点灯します。 

②回線ランプ··········· 回線使用中またはデータ受信中に点灯します。 

③ＬＣＤ表示器········· 通常運転中は時刻を表示します。操作により装置の設定、履歴の表示等

に使用します。 

④ブザー停止スイッチ··· プリンタ用紙切れ、およびエラー時に鳴動するブザーを停止する事が出

来ます。ブザーに同期した接点出力Ａも停止します。 

⑤矢印キー 

⑥決定キー ··········· 本装置の設定、時刻設定等に使用します。 

⑦戻るキー 

⑧切替キー············· 矢印キー（⑤）を有効にする時に使用します。 

 

※ＬＣＤ表示は通常、時刻表示となっております。矢印キーを使用する時は必ず“切替キー”を押

してからご使用下さい。また、一度時刻表示に戻した場合再度“切替キー”を押さないと矢印キ

ーは動作しません。 

 

３ ４ ５ ６ ７ ８ 

２

１
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４．２ 背面パネル 

 

 

 

 

 

①ＢＡＴスイッチ······· 上側に倒すと停電用電池が有効になります。 

上側（ＯＮ）：電池ＯＮ 

下側（ＯＦＦ）：電池ＯＦＦ 

②電源スイッチ········· 上側に倒すと電源が入ります。 

上側（ＯＮ）：電源ＯＮ 

下側（ＯＦＦ）：電源ＯＦＦ 

③ヒューズ············· ＡＣ１００Ｖ用のヒューズです。（ＡＣ１２５Ｖ ２Ａ） 

ヒューズの交換方法は“工事説明書”を参照して下さい。 

④⑤回線コネクタ······· 電話回線を接続して下さい。 

⑥⑦電話コネクタ······· 通話用表示器（ＰＲ－６０８０）を接続します。（オプション） 

⑧接点入出力コネクタ··· ブザー接点等の入出力端子です。 

接点容量：ＤＣ５０Ｖ，０．２Ａ（抵抗負荷） 

⑨ＳＩＯコネクタ······· 外部機器（コンピュータシステム等）を接続します。 

※ ＳＩＯ２は機器メンテナンス用のため使用出来ません。 

⑩プリンタコネクタ····· プリンタを接続します。（オプション） 

⑪回線ユニット········· 回線を増設する時に実装します。（オプション） 

⑫電源コード··········· ＡＣ１００Ｖ入力ケーブルです。 

 

注）装置の設置等に関しては必ず“工事説明書”をお読みになり正しく設置して下さい。 

 

※停電用電池は常時動作しております。電源スイッチをＯＮのまま電源コードを抜いても停電用電

池により機器は動作を続けますので、電源を切る時は必ず電源スイッチおよびＢＡＴスイッチを

ＯＦＦにしてから、電源コードを抜いて下さい。 

11 

４ ６ ５ ７ ８ ９ 10

３

12 

１

２
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５． 機 能 

５．１ 動作概要 

１）呼出信号を検知すると、回線接続ランプが点灯し、自動着信します。 

２）パネルで設定された受信モードにより、端末機から送られてくるデータを受信します。 

受信モード、発信者番号表示等は、回線毎に個別に設定する事が出来ます。 

（パネル設定は “６．パネル設定”を参照して下さい。） 

３）データを正しく受信すると、ブザーが鳴動し、プリンタ・ＳＩＯにデータを出力します。 

ブザー、プリンタ、ＳＩＯ１の有効／無効は“工事説明書”を参照して下さい。 

４）受信したデータを印字します。印字に関しては、“７．印字サンプル”を参照して下さい。 

５）ブザー鳴動音には以下の４種類があります。 

・ 連続音が１～５秒間鳴動 

・ 断続音が６～９８秒間鳴動 

・ 断続音が連続鳴動 

・ 鳴動しない 

※ ブザーはブザー停止スイッチを押す事により、停止します。 

６）停電時、停電用電池によって約３０分間動作します。 

（但し満充電、電池新品時、回線ユニット未実装で着信回数３回まで） 

７）ＳＩＯ１は２系統（ＳＩＯ１－１、ＳＩＯ１－２）あり、それぞれ有効／無効を設定出来ます。

ＳＩＯ１にはパソコン、表示ユニット（ＰＲ－７００１）等を接続する事が出来ます。 

※ ＳＩＯ２は機器メンテナンス用のため使用出来ません。 

 

５．２ 自動応答（受信） 

１）端末機からの呼出に対して自動応答し、回線ランプが点灯します。 

２）設定された受信モード※１に従い、端末機から送られてくるデータを受信します。 

３）データが正しく受信されると、ブザーが鳴動し※２※３、データを印字します。（プリンタが必要

です。） 

４）外部機器にデータを出力します。 

※１ 回線毎に設定します。６．３（５）を参照して下さい。 

※２ ６．３（７）を参照して下さい。 

※３ ブザーは、ブザー停止スイッチを押す事により停止します。 

 

５．３ ハンズフリー機能（受信） 

１）パネル設定※１“ＨＦ”がＯＮの時、データ受信終了後、約３分間通報元と通話出来ます。 

２）ＴＥＬ端子にＰＲ－６０８０を介して電話機を接続します。“ＨＦ”を設定した回線は端末側よ

り信号通報で通報した後にＰＲ－６０８０のＬＥＤが点灯します。この状態で電話機をオフフ

ックすると、通報してきた端末と通話する事が出来ます。なお、ＴＥＬ端子の電話機はハンド

セットとして動作しますので、発信動作および着信動作は出来ません。 

３）データ通信終了後約３分間回線を保持し、その後回線を切断します。 

※１ ６．３（５）を参照して下さい。 
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５．４ 発信電話番号受信機能（受信） 

１）パネル設定にて“ＮＤ”（ナンバーディスプレイ）有効に設定されていて、且つ発信者番号情報

がある時は、これを印字します。（使用する場合は、ＮＴＴと別途契約が必要です。） 

 

５．５ 外部機器出力 

１）装置内部のディップスイッチで選択されたＰ－２０００，Ｐ－３０００，Ｐ－６０００の各モ

ードで、受信データをＳＩＯ１から出力します。※１ 

２）ＳＩＯ１の通信がエラーになった時は、受信データは出力バッファに格納されます。出力バッ

ファの容量は１０件分です。出力バッファが一杯の状態で通信エラーが発生した場合は、最も

古いデータを１件削除します。この時、削除される受信データを印字します。 

ＳＩＯ１の有効／無効は、ディップスイッチで選択出来ます。“工事説明書”を参照して下さい。 

※１ 通信条件はポート毎に設定出来ます。６．３（８）を参照して下さい。 

 

５．６ 制御・センサ確認 

１）ＳＩＯコネクタに接続された外部機器（コンピュータシステム等）から端末機に対して、制御

およびセンサ確認が出来ます。 

２）送信回線は回線１（ＬＩＮＥ－１）のみです。本機能をご使用の際は、パネル設定で回線１を

送信専用に設定して下さい。 

 

５．７ 送信試験機能 

１）電話回線を通してパトホン受信装置に一定間隔で試験通報を行う事が出来ます。※１ 

２）送信回線は回線１（ＬＩＮＥ－１）のみです。本機能をご使用の際はパネル設定で送信専用に

設定して下さい。 

３）送信試験は７通りの設定が可能です。それぞれ、通報先、通報モード（Ｐ－２０００， 

Ｐ－２０００ＥＮＱ，Ｐ－３０００，Ｐ－６０００，Ｐ－６０００拡張）、通報間隔（即時、 

１～９９８時間、無効）を個別に設定出来ます。 

送信回線は試験データを送信します。送信出来ない時はエラーとして印字します。 

また受信回線は、送信試験結果および試験データを印字します。 

※１ 送信試験の設定方法は６．３（４）を参照して下さい。 

 

５．８ 接点出力機能 

１）接点出力Ａは、ブザーに同期して接点を出力します。 

２）接点出力Ｂは、パネル設定で設定された端末番号およびセンサ番号に受信データが一致した場

合に接点を出力します。※１ 

３）接点容量：ＤＣ５０Ｖ，０．２Ａ（抵抗負荷） 

※１ 条件の設定は６．３（６）を参照して下さい。 

４）接続は“ＰＲ－７０００ 工事説明書”を参照して下さい。 
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５．９ 接点入力機能 

１）接点入力Ａは、転送機能の有効／無効を切り替えます。 

２）接点入力Ｂは、ショートするとブザーの鳴動が停止します。 

３）接続は“ＰＲ－７０００ 工事説明書”を参照して下さい。 

 

５．１０ 定時通報確認機能 

１）端末機からの定時通報を監視します。 

２）設定値を３０分越えても端末機からの定時通報が無い場合、ブザー鳴動・プリンタ印字します。 

※ 条件の設定は６．３（３）を参照して下さい。 

 

５．１１ 停電バックアップ機能 

１）内蔵電池により、停電時に約３０分の動作を補償します。（但し満充電、電池新品時、回線ユニ

ット未実装で着信回数３回まで） 

２）停電が発生すると、“テイデン”と印字します。また、ＬＣＤに“テイデン“と表示します。 

※ 印字中にプリンタの電源が切れる等、条件によっては印字を完了出来ない事があります。 

３）ＡＣ１００Ｖが復旧すると、“テイデンフッキュウ”と印字します。 

４）充電はＡＣ１００Ｖ通電時に自動的に行われます。満充電にするには約１週間必要です。 

５）停電用電池が消耗して電圧が一定以下になると、本装置の電源を完全に切断します。この場合

は電源スイッチを一旦ＯＦＦにし、ＡＣ復電後、再度電源スイッチをＯＮにして下さい。 

※ 電池寿命は約３年です。寿命を超えた電池では、正しい停電補償動作が出来ません。 

 

５．１２ 転送機能 

１）受信データを監視し、予め設定された端末番号、センサ番号、通報先情報に従って受信データ

の転送を行います。 

２）転送グループは２組設定出来ます。 

３）転送時のリトライ回数は２回（送信は計３回）です。通報先がリトライで応答しない時は 

“テンソウエラー”と印字します。 

４）接点入力ＡがＯＮ（ショート）になっていないと転送しません。 

※ 条件の設定は６．３（２）を参照して下さい。 

 

５．１３ 回線ユニット【ＰＲ－７００２】（オプション） 

１）本装置の受信回線を増設する時に使用します。１ユニットあたり２回線増設する事が出来ます。 

※ 本ユニットを増設するにあたっては“ＰＲ－７０００ 工事説明書”を参照して下さい。 
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６． パネル設定 

６．１ 操作の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 時計表示から表示を変える時は【切替】キーを一度押します。 

時計表示 

最新受信データ表示 

最新送信データ表示 

最新エラー表示 

セッテイ 

ジコクセッテイ 

テンソウセッテイ 

リレキ 

リレキヒョウジ 

インサツ 

シュツリョク 

最新の受信データを表示します 

最新のエラー（ﾌﾟﾘﾝﾀ等）を表示します

最新の送信データを表示します 

履歴を表示します 

履歴を印刷します 

履歴を SIO2 に出力します 

※ 

※ 

６．３(1) 

６．３(２) 

テイジツウホウセッテイ ６．３(３) 

６．３(４) ソウシンシケンセッテイ 

６．３(５) 

６．３(６) 

カイセンジョウホウセッテイ 

６．３(７) 

セッテンシュツリョクセッテイ

６．３(８) 

ブザーセッテイ 

ＳＩＯセッテイ 

６．４(１) 

６．４(３) 

６．４(２) 

※ 
↑↓キー 

戻るキー 

→キー 
戻るキーと決定キー 
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６．２ ＬＣＤ表示 

 （１）最新受信データ表示 

 

 

  2 0 1 0 / 0 8 / 1 5 2 0 : 1 7 ｼ ﾞ ｭ ｼ ﾝ

1 2 3 4 5 - 6 7 8 9 0 0 1 0 2 0 3  0 4 

 

 

 

 

 （２）最新送信データ表示 

 

 

  2 0 1 0 / 0 8 / 1 5 2 0 : 1 7 ｿ ｳ ｼ ﾝ 

1 2 3 4 5 - 6 7 8 9 0 ｾ ｲ ｷ ﾞ ｮ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）最新エラー表示 

 

 

  2 0 1 0 / 0 8 / 1 5 2 0 : 1 7 ｴ ﾗ ｰ  

P A P E R E N D     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受信データ日時 

受信した端末番号 受信したセンサ番号 

送信データ日時 

送信した端末番号 送信種別：制御   セイギョ 

    ：送信試験 シケン 

    ：転送   テンソウ 

エラー発生日時 

エラー種別： 

     ：ＳＩＯエラー       ＳＩＯ１１ ＲＳ２３２Ｃシュツリョクエラー 

                   ＳＩＯ１２ ＲＳ２３２Ｃシュツリョクエラー 

     ：プリンタエラー、紙切れ  プリンタ エラー 

     ：停電           テイデン 

     ：停電復旧         テイデンフッキュウ 

     ：転送           テンソウエラー 
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６．３ 設定方法 

基本操作 
1) 【→】【←】【↑】【↓】【設定】【戻る】【切替】キーで操作します。 

2) 時計表示から表示を変える時は【切替】キーを一度押します。 

3) 設定可能状態になるとカーソルを表示します。 

4) 【→】【←】キーを押すと、矢印の方向にカーソルが移動します。 

5) 【↑】【↓】キーを押すと、設定データの表示が変化します。 

6) 【設定】キーを押すと、設定データを確定します。 

7) 設定データに異常があると、【設定】キーを押してもカーソルが消えません。 

設定を確認し、正しい値を入力して下さい。 

8) 【戻る】キーを押すと、キャンセルします。 

 

 (1) 時刻設定 

  ※現在日時を設定します。 

ｼ ﾞ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ      

2 0 0 5 / 0 1 / 0 1 1 0 : 0 1     

 

 (2) 転送設定 

  ※転送条件、電話番号等を設定します。 

  ※Ａ，Ｂ２グループ設定出来ます。ＡとＢで、端末番号が重複する様な設定は出来ません。 

 

ﾃ ﾝ ｿ ｳ A : 0 0 0 0 1 － 0 0 1 0 0 P 2 0 0 0 

    0 3 1 2 3 4 5 6 7 8     

 

  ①先頭端末番号：０００００～９９９９９ 

  ②終了端末番号：０００００～９９９９９ 

  ③転送モード ：Ｐ２０００  ：Ｐ２０００モード 

    Ｐ２０００Ｅ  ：Ｐ２０００ＥＮＱモード 

    Ｐ３０００  ：Ｐ３０００モード 

    Ｐ６０００  ：Ｐ６０００モード 

    Ｐ６０００Ｅ  ：Ｐ６０００拡張モード 

    オンセイ  ：音声 

  ④転送先電話 ：転送先の電話番号を設定します（最大２０桁） 

   番号  内線発信時の『ポーズ』は『，』を入力して下さい。 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 

  ①センサ番号  ：１～２４に対応 

  ②転送起動センサ：１～２４のどのセンサが異常の時に転送起動するかを設定します。 

     （０：転送起動しない １：転送起動する） 

① ② ③ 

④ 

① 

② 

S1 S24
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ﾃ ﾝ ｿ ｳ B : 0 0 2 0 1 － 0 0 3 0 0 P 2 0 0 0 

    0 3 1 2 3 4 5 6 7 8     

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 

 (3) 定時通報設定 

※定時通報監視グループ、間隔を設定します。 

※Ａ，Ｂ２グループ設定出来ます。ＡとＢで、端末番号が重複する様な設定は出来ません。 

また、設定可能な端末数は、ＡとＢで合計５００端末までです。 

 

ﾃ ｲ ｼ ﾞ ﾂ ｳ ﾎ ｳ      

A : 0 0 0 0 0 － 0 0 0 0 0 0 0 0     

 

  ①先頭端末番号：０００００～９９９９９ 

  ②終了端末番号：０００００～９９９９９ 

  ③通報間隔  ：０００～９９９「時間」 

    『０００』の時は定時通報を監視しません。 

 

ﾃ ｲ ｼ ﾞ ﾂ ｳ ﾎ ｳ      

B : 0 0 0 0 0 － 0 0 0 0 0 0 0 0     

 

 (4) 送信試験設定 

  ※送信試験モード、電話番号、間隔を設定します。 

  ※Ａ～Ｇの７グループ設定出来ます。 

 

ｿ ｳ ｼ ﾝ ｼ ｹ ﾝ  A  P 2 0 0 0 

          - 0 0 0

 

 ①転送モード ：Ｐ２０００  ：Ｐ２０００モード 

   Ｐ２０００Ｅ  ：Ｐ２０００ＥＮＱモード 

   Ｐ３０００  ：Ｐ３０００モード 

   Ｐ６０００  ：Ｐ６０００モード 

   Ｐ６０００Ｅ  ：Ｐ６０００拡張モード 

 ②相手先電話 ：転送先の電話番号を設定します（最大２０桁） 

   番号 内線発信時の『ポーズ』は『，』を入力して下さい。 

 ③通報間隔  ：０００～９９９「時間」 

   ０００：送信試験を行いません。 

   ００１～９９８：１～９９８時間毎に送信試験を行います。 

   ９９９：１度だけすぐに送信試験を行います。 

① ② ③ 

① 

② ③ 
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ｿ ｳ ｼ ﾝ ｼ ｹ ﾝ  B P 2 0 0 0 

         - 0 0 0

 

ｿ ｳ ｼ ﾝ ｼ ｹ ﾝ  C  P 2 0 0 0 

          - 0 0 0

 

ｿ ｳ ｼ ﾝ ｼ ｹ ﾝ  D  P 2 0 0 0 

          - 0 0 0

 

ｿ ｳ ｼ ﾝ ｼ ｹ ﾝ  E  P 2 0 0 0 

          - 0 0 0

 

ｿ ｳ ｼ ﾝ ｼ ｹ ﾝ  F  P 2 0 0 0 

          - 0 0 0

 

ｿ ｳ ｼ ﾝ ｼ ｹ ﾝ  G  P 2 0 0 0 

          - 0 0 0

 

 (5) 回線情報設定 

  ※各回線の動作条件を設定します。 

  ※ＮＯ１～ＮＯ８の８回線設定出来ます。 

 

N O 1  ｼ ﾞ ﾕ ｼ ﾝ N D P 6 0 0 0  ﾉ － ﾏ ﾙ

    D E S : O N H F : O F F ｾ ﾂ ﾋ ﾞ 

 

 ①機能    ：ジュシン  ：受信回線に設定 

     ：ソウシン  ：送信回線に設定（回線１のみ） 

 ②ナンバーディスプレイ有無／ダイヤル種別 

    a)機能がジュシンの時 

     ：ＮＤ   ：ナンバーディスプレイ有り 

     ：－－   ：          無し 

    b)機能がソウシンの時 

     ：ＰＢ   ：ダイヤル種別はＰＢ 

     ：１０   ：       １０ＰＰＳ 

     ：２０   ：  ２０ＰＰＳ 

 ③データモード：Ｐ２０００  ：Ｐ２０００モード 

   Ｐ２０００Ｅ  ：Ｐ２０００ＥＮＱモード 

   Ｐ３０００  ：Ｐ３０００モード 

   Ｐ６０００  ：Ｐ６０００モード 

   Ｐ６０００Ｅ  ：Ｐ６０００拡張モード 

① ② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑦ 
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 ④印字設定  ：ノーマル  ：通常印字 

      アラーム        ：アラーム印字 

 ⑤ＤＥＳ化  ：ＯＮ   ：使用する（Ｐ－６０００，Ｐ－６０００拡張のみ） 

     ：ＯＦＦ   ：使用しない 

 ⑥ハンズフリー：ＯＮ   ：使用する 

  機能    ：ＯＦＦ   ：使用しない 

 ⑦動作モード ：セツビ   ：設備モード 

     ：ケイビ   ：警備モード 

 

N O 2  ｼ ﾞ ﾕ ｼ ﾝ N D P 6 0 0 0  ﾉ － ﾏ ﾙ

    D E S : O N H F : O F F ｾ ﾂ ﾋ ﾞ 

 

N O 3  ｼ ﾞ ﾕ ｼ ﾝ N D P 6 0 0 0  ﾉ － ﾏ ﾙ

    D E S : O N H F : O F F ｾ ﾂ ﾋ ﾞ 

 

N O 4  ｼ ﾞ ﾕ ｼ ﾝ N D P 6 0 0 0  ﾉ － ﾏ ﾙ

    D E S : O N H F : O F F ｾ ﾂ ﾋ ﾞ 

 

N O 5  ｼ ﾞ ﾕ ｼ ﾝ N D P 6 0 0 0  ﾉ － ﾏ ﾙ

    D E S : O N H F : O F F ｾ ﾂ ﾋ ﾞ 

 

N O 6  ｼ ﾞ ﾕ ｼ ﾝ N D P 6 0 0 0  ﾉ － ﾏ ﾙ

    D E S : O N H F : O F F ｾ ﾂ ﾋ ﾞ 

 

N O 7  ｼ ﾞ ﾕ ｼ ﾝ N D P 6 0 0 0  ﾉ － ﾏ ﾙ

    D E S : O N H F : O F F ｾ ﾂ ﾋ ﾞ 

 

N O 8  ｼ ﾞ ﾕ ｼ ﾝ N D P 6 0 0 0  ﾉ － ﾏ ﾙ

    D E S : O N H F : O F F ｾ ﾂ ﾋ ﾞ 

 

 (6) 接点出力設定 

  ※接点出力の動作条件を設定します。 

  ※ブザーに同期する接点出力Ａと受信データによる接点出力Ｂの２つの条件を 

   設定します。 

 

ｾ ｯ ﾃ ﾝ ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ      

A : O N          

 

  ①受信時の動作：ＯＮ   ：出力する 

    ＯＦＦ  ：出力しない 

    ※ ＯＮと設定した時の出力形態は６．３(7)ブザー設定によります。 

① 
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ｾ ｯ ﾃ ﾝ ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ     

B : 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 S     

 

  ①先頭端末番号：０００００～９９９９９ 

  ②終了端末番号：０００００～９９９９９ 

  ③出力時間  ：００  ：無効（出力しない） 

    ０１～９８ ：０１～９８秒間出力 

    ９９  ：ブザー停止まで出力 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 

  ①センサ番号  ：１～２４に対応 

  ②監視センサ  ：０  ：無効 

     １  ：対応するセンサが異常の時に接点出力します。 

 

 (7) ブザー設定 

  ※ブザーの鳴動時間（単位：秒）を設定します。（接点出力Ａと同期します） 

 

ﾌ ﾞ ｻ ﾞ - ｶ ｲ ｾ ﾝ : 0 3 S ｾ ﾝ ｻ : 0 3 S 

     S I O : 0 3 S : 0 3 S 

 

  ①カイセン ：００～９９ ：回線エラーおよび定時通報エラー時 

  ②ＳＩＯ ：００～９９ ：ＳＩＯエラー時 

  ③センサ ：００～９９ ：Ｐ３０００モードで、受信したセンサ情報がＳ１，Ｓ３の時 

      その他のモードで、受信したセンサ情報がＳ１，Ｓ２の時 

  ④  ：００～９９ ：センサ情報が上記③以外の時 

 

   ※００  ：鳴動しない 

    ０１～０５ ：１～５秒間の連続音 

    ０６～９８ ：６～９８秒間の断続音 

    ９９  ：ブザー停止ボタンを押下するまで続く断続音 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

① 

② 

③ 

④ 

① ② ③ 

S24S1



 

 (8) ＳＩＯ設定 

  ※通信ポート（ＳＩＯ１－１，ＳＩＯ１－２，ＳＩＯ２）の通信条件を設定します。 

 

S I O 1 1 ﾃ ﾞ 

     B P S 

 

 

  ①データ長  ：７

     ８

  ②ストップ  ：１

    ：２

 ③ボーレート  ：９

     ４

     ２

     １

 ④パリティ  ：Ｅ

     Ｏ

     Ｎ

 

S I O 1 2 ﾃ ﾞ －

     B P S 

 

S I O 2  ﾃ ﾞ －

     B P S 
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- ﾀ 7 ｽ ﾄ ｯ

 9 6 0 0 ﾊ ﾟ

 

 

 

 

６００（ｂｐｓ） 

８００（ｂｐｓ） 

４００（ｂｐｓ） 

２００（ｂｐｓ） 

ＶＥＮ   

ＤＤ   

ＯＮ   

 ﾀ 7 ｽ ﾄ ｯ

 9 6 0 0 ﾊ ﾟ

 ﾀ 7 ｽ ﾄ ｯ

 9 6 0 0 ﾊ ﾟ

① 

③ ④
ﾌ ﾟ 1    

ﾘ ﾃ ｨ  E V E N

② 
：偶数 

：奇数 

：無し 

ﾌ ﾟ 1    

ﾘ ﾃ ｨ  E V E N

ﾌ ﾟ 1    

ﾘ ﾃ ｨ  E V E N
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６．４ リレキ表示 

 （１）リレキヒョウジ 

 

ﾘ ﾚ ｷ ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ      

           

 

 

 

 

@  ﾘ ﾚ ｷ 0 0 = 2 0 0 5 / 0 8 / 0 8  1 8 : 3 9

0 1 2 3 4 - 5 6 7 8 9 0 0 2 2   T E L →

 

 

 

 

 

@  ﾘ ﾚ ｷ 0 0 = 2 0 0 5 / 0 8 / 0 8  1 8 : 3 9

T E L 0 3 5 3 4 6 1 2 1 1     ←

 

 

 

・履歴番号： 

履歴番号は００～９９まであります。履歴番号が大きい程、新しい履歴です。 

・受信データ日時 

受信した日時を表示します。 

・端末番号 

受信した端末番号を表示します。Ｐ－２０００，Ｐ－２０００ＥＮＱモードは５桁、 

Ｐ－３０００モードは４桁、Ｐ－６０００，Ｐ－６０００拡張モードは１０桁です。 

・状態コード一覧 

００：正常終了（共通） 

０２：相手先切断（送信時、共通） 

通信途中で極性反転を検出した時 

０３：相手不応答 

以下の理由で通信相手の通信検出が出来ない時 

１）音声通報、音声転送においてＴ１タイムアウト（ダイヤル発信後の極性反転未検出） 

２）Ｐ－２０００モードＴ１タイムアウト（ダイヤル発信後の極性反転未検出） 

３）Ｐ－２０００ＥＮＱモード有りＴ１タイムアウト（ダイヤル発信後の極性反転未検出） 

４）Ｐ－３０００モードＴ８タイムアウト 

５）Ｐ－６０００モードＴ１タイムアウト 

６）発呼時においてループ閉結後のループ検出が出来ない時 

 

履歴番号 データ受信日時 

端末番号 状態コード 通報種別 

回線番号 

発信者番号 
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２０：Ｐ－２０００モード ｔ６タイムアウト 

ＥＮＱ送信後 情報受信が出来なかった。 

３１：Ｐ－３０００モード Ｔ２タイムアウト 

データ送信時（転送、送信試験等）においてデータ送信後の情報のタイムアウト 

３２：Ｐ－３０００モード ＣＡＫ３受信エラー ＣＡＫ３が３回受信出来なかった。 

３３：Ｐ－３０００モード Ｔ３タイムアウト データ送信後データ待ちタイムアウト 

３４：Ｐ－３０００モード 受信データエラー ＣＡＫ１を規定回数送信時 

３５：Ｐ－３０００モード センサ状態確認返送が規定回数受信出来なかった時 

３６：Ｐ－３０００モード センサ状態確認でセンサ返送されたセンサ情報が一致しなかった時 

３７：Ｐ－３０００モード 制御コマンドで送信したデータと受信したデータが一致しなかった時 

６０：Ｐ－６０００モード ＮＳ０によるエラー 

６１：Ｐ－６０００モード ＮＳ１によるエラー 

６２：Ｐ－６０００モード ＮＳ２によるエラー 

６３：Ｐ－６０００モード ＮＳ３によるエラー 

６４：Ｐ－６０００モード ＮＳ４によるエラー 

６５：Ｐ－６０００モード ＮＳ９によるエラー 

６６：Ｐ－６０００モード ＮＲ１によるエラー 

６７：Ｐ－６０００モード ＮＲ２によるエラー 

６８：Ｐ－６０００モード ＮＲ９によるエラー 

６９：Ｐ－６０００モード Ｔ２タイムアウトエラー 

７０：Ｐ－６０００モード 再送ＥＮＱ受信エラー 

             再送ＥＮＱを３回受信した事によるエラー 

・回線番号 

受信した回線番号を示します。 

・通報種別 

１：Ｐ－２０００モード 

２：Ｐ－２０００ＥＮＱモード 

３：Ｐ－３０００モード 

４：Ｐ－６０００モード 

５：電話機 

・発信者番号 

発信者番号を表示する（ＮＴＴとの契約が必要です。）。発信者の契約、１８４ダイヤル付加等によ

り番号が表示されない事があります。 
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 （２）インサツ表示 

 

ｲ ﾝ ｻ ﾂ         

           

 

 

ｲ ﾝ ｻ ﾂ         

      ﾊ ｲ ｲ ｲ ｴ     

 

 

 

    ※印字は最大１００件分 印字します。 

 

 

 （３）シュツリョク表示 

 

ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ       

           

 

 

ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ       

      ﾊ ｲ ｲ ｲ ｴ     

 

 

 

 

    ※ＳＩＯ２に履歴データをＡＳＣＩＩ形式で出力します。 

 

印字の選択 

出力の選択 
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７． 印字サンプル 

７．１ 設備モードで使用する場合 

   １）Ｐ－２０００，Ｐ－２０００ＥＮＱモード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２）Ｐ－３０００モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ゛ュシン １ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１       ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

センサ受信 受信回線番号 発信者番号 

受信月日、時分 

センサ入力端子番号 

（この印字サンプルは、１～１５番

 のセンサ情報を受信した事を示 

 しています。） 

端末（送信機）番号

シ゛ュシン １ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

０００１        ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４ 

ＢＣＤ   １２３ 

センサ受信 受信回線番号 発信者番号 

受信月日、時分 

センサ入力端子番号 

（この印字サンプルは、１～２４番

 のセンサ情報を受信した事を示 

 しています。） 端末（送信機）番号 

ＢＣＤコード数値 
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   ３）Ｐ－６０００モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ４）Ｐ－６０００拡張モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ゛ュシン １ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ １・・・１２３ ２・・・４５６

センサ受信 受信回線番号 発信者番号 

受信月日、時分 

センサ入力端子番号 

（この印字サンプルは、１～２４番

 のセンサ情報を受信した事を示 

 しています。） 

端末（送信機）番号

アナログ数値

計数数値 

シ゛ュシン １ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４  ２５ 

      ２６  ２７  ２８  ２９  ３０ 

      ３１  ３２  ３３  ３４  ３５ 

      ３６  ３７  ３８  ３９  ４０ 

      ４１  ４２  ４３  ４４  ４５ 

      ４６  ４７  ４８ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６

センサ受信 受信回線番号 発信者番号 

受信月日、時分 

センサ入力端子番号 

（この印字サンプルは、１～４８番

 のセンサ情報を受信した事を示 

 しています。） 

端末（送信機）番号

アナログ数値 

計数数値 



 

７．２ 警備モードで使用する場合 

   １）Ｐ－２０００，Ｐ－２０００ＥＮＱモード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２）Ｐ－３０００モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ゛ュシン １ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１       ０１／０１  １０：００ 

センサ   ＧＤ    ＯＫ    ヨヒ゛２ 

      ヨヒ゛１  テイテ゛ン トウナン 

      カサイ   ０８    ０９ 

      １０    １１    １２ 

      １３    １４    １５ 

センサ受信 受信回線番号 発信者番号 

受信月日、時分 

センサ入力端子番号 

（この印字サンプルは、１～１５番

 のセンサ情報を受信した事を示 

 しています。） 
端末（送信機）番号 

シ゛ュシン １ 

ＴＥＬ ０３×××××

０００１       

センサ   ＧＤ   

      ヨヒ゛１ 

      カサイ  

      １０   

      １３   

      １６   

      １９   

      ２２   

ＢＣＤ   １２３ 

センサ受信 

端末（送信機
27

××× 

 ０１／０１  

 ＯＫ    ヨ

 テイテ゛ン ト

 ０８    ０

 １１    １

 １４    １

 １７    １

 ２０    ２

 ２３    ２

受信回線番号 

）番号

ＢＣＤコー
１０：００ 

ヒ゛２ 

ウナン 

９ 

２ 

５ 

８ 

１ 

４ 

発信者番号 

センサ入

（この印

 のセン

 してい

ド数値 
受信月日、時分 

力端子番号 

字サンプルは、１～２４番

サ情報を受信した事を示 

ます。） 
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   ３）Ｐ－６０００モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ゛ュシン １ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

センサ   ＧＤ    ＯＫ    ヨヒ゛２ 

      ヨヒ゛１  テイテ゛ン トウナン 

      カサイ   ０８    ０９ 

      １０    １１    １２ 

      １３    １４    １５ 

      １６    １７    １８ 

      １９    ２０    ２１ 

      ２２    ２３    ２４ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６

センサ受信 受信回線番号 発信者番号 

受信月日、時分 

センサ入力端子番号 

（この印字サンプルは、１～２４番

 のセンサ情報を受信した事を示 

 しています。） 

端末（送信機）番号 

アナログ数値 

計数数値 
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   ４）Ｐ－６０００拡張モード 

 

シ゛ュシン １ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

センサ   ＧＤ    ＯＫ    ヨヒ゛２ 

      ヨヒ゛１  テイテ゛ン トウナン 

      カサイ   ０８    ０９ 

      １０    １１    １２ 

      １３    １４    １５ 

      １６    １７    １８ 

      １９    ２０    ２１ 

      ２２    ２３    ２４ 

      ２５    ２６    ２７ 

      ２８    ２９    ３０ 

      ３１    ３２    ３３ 

      ３４    ３５    ３６ 

      ３７    ３８    ３９ 

      ４０    ４１    ４２ 

      ４３    ４４    ４５ 

      ４６    ４７    ４８ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６ 

センサ受信 受信回線番号 発信者番号 

受信月日、時分 

センサ入力端子番号 

（この印字サンプルは、１～２４番

 のセンサ情報を受信した事を示 

 しています。） 

端末（送信機）番号 

アナログ数値 

計数数値 
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７．３ 制御の場合 

   １）Ｐ－３０００モード 

         【正常な場合】                【エラーの場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２）Ｐ－６０００モード 

         【正常な場合】                【エラーの場合】 

 

セイキ゛ョＯＫ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

０００１        ０１／０１  １０：００ 

セイキ゛ョ ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

＊セイキ゛ョエラー 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

０００１        ０１／０１  １０：００ 

セイキ゛ョ ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 

セイキ゛ョＯＫ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

セイキ゛ョ ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

＊セイギョエラー 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

セイキ゛ョ ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 
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   ３）Ｐ－６０００拡張モード 

         【正常な場合】                 【エラーの場合】 

 セイキ゛ョＯＫ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

セイキ゛ョ ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４  ２５ 

      ２６  ２７  ２８  ２９  ３０ 

      ３１  ３２  ３３  ３４  ３５ 

      ３６  ３７  ３８  ３９  ４０ 

      ４１  ４２  ４３  ４４  ４５ 

      ４６  ４７  ４８ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

＊セイギョエラー 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

セイキ゛ョ ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４  ２５ 

      ２６  ２７  ２８  ２９  ３０ 

      ３１  ３２  ３３  ３４  ３５ 

      ３６  ３７  ３８  ３９  ４０ 

      ４１  ４２  ４３  ４４  ４５ 

      ４６  ４７  ４８ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 
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７．４ センサ入力確認の場合 

   １）Ｐ－３０００モード 

         【正常な場合】                 【エラーの場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２）Ｐ－６０００モード 

         【正常な場合】                 【エラーの場合】 

 

センサカクニンＯＫ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

０００１        ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４ 

ＢＣＤ   １２３ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

センサカクニンエラー 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

０００１        ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４ 

ＢＣＤ   １２３ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 

センサカクニンＯＫ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

センサカクニンエラー 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 
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   ２）Ｐ－６０００モード 

         【正常な場合】                 【エラーの場合】 

 センサカクニンＯＫ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４  ２５ 

      ２６  ２７  ２８  ２９  ３０ 

      ３１  ３２  ３３  ３４  ３５ 

      ３６  ３７  ３８  ３９  ４０ 

      ４１  ４２  ４３  ４４  ４５ 

      ４６  ４７  ４８ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

センサカクニンエラー 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４  ２５ 

      ２６  ２７  ２８  ２９  ３０ 

      ３１  ３２  ３３  ３４  ３５ 

      ３６  ３７  ３８  ３９  ４０ 

      ４１  ４２  ４３  ４４  ４５ 

      ４６  ４７  ４８ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 
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７．５ 送信試験の場合 

   １）Ｐ－２０００，Ｐ－２０００ＥＮＱモード 

         【正常な場合】                 【エラーの場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２）Ｐ－３０００モード 

         【正常な場合】                 【エラーの場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３）Ｐ－６０００，Ｐ－６０００拡張モード 

         【正常な場合】                 【エラーの場合】 

 

 

 

シケンＯＫ １ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１       ０１／０１  １０：００ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

シケンＮＧ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１       ０１／０１  １０：００ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 

シケンＯＫ １ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

０００１        ０１／０１  １０：００ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

シケンＮＧ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

０００１        ０１／０１  １０：００ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 

シケンＯＫ １ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

シケンＮＧ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 
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７．６ ＳＩＯ１の通信がエラーの場合 

   １）Ｐ－２０００，Ｐ－２０００ＥＮＱモード ２）Ｐ－３０００モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３）Ｐ－６０００モード    ４）Ｐ－６０００拡張モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

＊センサシュツリョクエラー ＳＩＯ１１ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１       ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

＊センサシュツリョクエラー ＳＩＯ１２ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

０００１        ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４ 

ＢＣＤ   １２３ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

＊センサシュツリョクエラー ＳＩＯ１１ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

＊センサシュツリョクエラー ＳＩＯ１１ 

ＴＥＬ ０３×××××××× 

００００１－０００００ ０１／０１  １０：００ 

センサ   ０１  ０２  ０３  ０４  ０５ 

      ０６  ０７  ０８  ０９  １０ 

      １１  １２  １３  １４  １５ 

      １６  １７  １８  １９  ２０ 

      ２１  ２２  ２３  ２４  ２５ 

      ２６  ２７  ２８  ２９  ３０ 

      ３１  ３２  ３３  ３４  ３５ 

      ３６  ３７  ３８  ３９  ４０ 

      ４１  ４２  ４３  ４４  ４５ 

      ４６  ４７  ４８ 

アナロク゛ １・・・１２３ ２・・・４５６ 

ケイスウ  １・・・１２３ ２・・・４５６ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 
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７．７ 定時通報がエラーの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．８ 停電／復旧の場合 

   １）停電 

 

 

 

 

 

 

 

   ２）停電復旧 

 

 

 

 

７．９ ＰＲ－７０００本体内部でデータ通信に異常があった場合 

 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

＊テイシ゛ツウホウエラー 

００００１       ０１／０１  １０：００ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

＊テイテ゛ン     ０１／０１  １０：００ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 

テイテ゛ンフッキュウ  ０１／０１  １０：００ 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

＊ツウシンエラー 

ユニット０       ０１／０１  １０：００ 

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 
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８． リボンカセットの交換 

 

(1) プリンタの電源を切って下さい。 

(2) カバ－の後方を３センチほど上げ、そのまま手前に引いて、カバ－を外して下さい。 

 

(3) 下図の様に、Ａを持ち上げてから、Ｂを持ってリボンカセットを取り外して下さい。 

 

(4) リボンカセットを下図の向きに置き、上から押さえてセットして下さい。うまくセットされない場

合は、リボン送りノブを矢印の方向に回しながらカセットを押さえて下さい。 

 

(5) リボン送りノブを矢印の方向に回して、インクリボンのたるみをなくして下さい。 

(6) カバ－を(2)と逆の順序で、取り付けて下さい。 
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９． プリンタ用紙の交換 

(1) カバ－の後方を３センチほど上げ、そのまま手前に引いて、カバ－を外して下さい。 

 

(2) ロ－ル紙の先端をまっすぐに切って下さい。 

(3) 電源が投入されていることを確認して下さい。 

(4) ロ－ル紙の巻き方向に注意して、下図の様に、ロ－ル紙を用紙ホルダにセットして下さい。 

 

(5) 用紙の先端を用紙挿入口の中に、止まるまで挿入して下さい。用紙先端が用紙出口から出てきます。 

 

(6) 用紙の先端をティアバーの隙間に入れ、カバーを 1.の取り外し方法と逆の手順で取り付けて下さい。 

注意：ロ－ル紙の裏面などに終了予告マ－クが出たら、早めに用紙を交換して下さい。 
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１０． 仕様一覧 

 

認定番号 技術基準適合認定 Ａ０５－０１３７００１ 

使用回線 ＮＴＴ一般公衆アナログ回線 

ダイヤル方式 ＤＰ（１０／２０ＰＰＳ）／ＰＢ 

収容回線数 基本２回線，追加６回線 （最大８回線） 

通信モード Ｐ２０００，Ｐ２０００ＥＮＱ，Ｐ３０００，Ｐ６０００，Ｐ６０００拡張 

受信表示等 ブザー鳴動、ＬＣＤ表示、プリンタ印字 

出力リレー 実装数：２点 

接点形式：メーク接点 

接点定格：ＤＣ５０Ｖ，０．２Ａ 

入力電源 ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

消費電流 ０．４Ａ以下 （オプションフル実装時） 

使用動作環境 周囲温度： ０ ～ ＋４０℃ 

周囲湿度： ３０％ ～ ８５％ ＲＨ 

予備電源 ニカド電池 

停電補償時間：３０分 

（但し満充電、電池新品時、回線ユニット未実装で着信回数３回まで） 

電池寿命：約３年 

形状・重量 形状：３７０（Ｗ）×３５０（Ｄ）×１５０（Ｈ） ゴム足除く 

重量：約９．１ｋｇ 

オプション プリンタ【ＳＰ２３２０，スター精密製】 

回線ユニット【ＰＲ－７００２】（最大３枚、６回線） 

通話用表示器【ＰＲ－６０８０】 

表示ユニット【ＰＲ－７００１】 

 

 

１１． 添付品 

   下記のものが添付品として付属しています。開梱時に数量と異常の有無を確認して下さい。 

1.モジュラーケーブル（２ｍ）··· ２本 

2.取扱説明書··················· １冊 

3.工事説明書··················· １冊 

4.リチウム電池················· １個 
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１２． 故障かな？と思ったら 

修理に出す前に、下記の点をチェックして下さい。 

“プリンタ エラー” 

とＬＣＤ表示される。 

■ プリンタ用紙は残っていますか？ 

■ プリンタのケーブルが外れていませんか？ 

■ プリンタはオンラインになっていますか？ 

（プリンタの“ON LINE”ランプは点灯していますか？） 

“センサシュツリョクエラー ＳＩＯ１１”

または 

“センサシュツリョクエラー ＳＩＯ１２”

と印字される。 

■ パソコン等のオプション機器は正しく動作していますか？

■ オプション機器のケーブルが外れていませんか？ 

“テイデン”と印字される。 ■ ＡＣプラグがコンセントから抜けていませんか？ 

■ コンセントにＡＣ１００Ｖが印加されていますか？ 

通報の受信が出来ない。 

（回線ランプが点灯しない） 

■ モジュラーケーブルが切れたり外れたりしていませんか？

■ 端末側の設定は正しいですか？ 

通報の受信が出来ない。 

（回線ランプが点灯） 

■ 受信機及び端末側の設定が正しいですか？ 

電源が入らない 

（電源ランプが点灯しない） 

■ ＡＣプラグがコンセントから抜けていませんか？ 

■ コンセントにＡＣ１００Ｖが印加されていますか？ 

■ ＦＵＳＥが溶断されていませんか？ 

電源ランプが点滅している。 ■ 停電用電池が正しく接続されていますか？ 

電源を切ると時計が正常な時刻で動作しな

い。 

■ リチウム電池が正しく接続されていますか？ 

■ リチウム電池が寿命ではありませんか？ 

“ツウシンエラー ユニット０” 

と印字される。 

◆ お求めになった販売店もしくは弊社までご連絡下さい。 
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１３． 保証書とアフターサービス 

 

 

 

 

 

 

お買い上げ日 

パトホン PR-7000
提示

下記電話番号にご相談下さい。

03-5370-5700 

お買い求めの日、販売店印などの記入漏れがありますと

無効になります。 

製品名 

お買い求めの日・お客様名・販売店印記入がない場合、

または字句を書き換えられた場合。 
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・保証書について 

販売店・保証期間・お取付け年月日等が記入されている事をお確かめの上、大切に保存して下さ

い。 

保証書はお買い上げ販売店の記入がないと無効です。 

保証書の再発行は致しませんので大切に保管願います。 

 

・免責事項 

火災、地震、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意または過失、誤使用、異常な条件

下での使用により生じた損害に対して、当社は一切責任を負いません。 

本製品の使用または使用不能から生じる付加的な損害（事業利益の遺失、事業の中断、記憶内容

の変化、消失など）に関して、当社は一切責任を負いません。 

 

・アフターサービスについて 

修理を依頼される前に、故障かどうかご確認の上、お買い求めの販売店または工事店、あるいは

弊社営業所に修理をご依頼下さい。 

 

・保証期間中の修理は 

万一、故障が生じた時は、保証書の記載内容に基づいて修理します。 

詳しくは保証書をご覧下さい。 

 

・修理を依頼される時は次の事をお知らせ下さい。 

①ご住所 ②ご氏名 ③電話番号 ④お取り付け日 

⑤故障内容・異常の状況 

  （いつ、どの様に等出来るだけ詳しく、なお、付近に強い雷が発生した等の心当たりがあれば 

   その内容も） 

修理等で返送される場合は、ご氏名、ご住所、電話番号等を記入の上、コピーを同封して下さい。

ご記入頂いた個人情報は、修理の連絡、問い合わせに使用させて頂きます。 

 

 

・保証期間経過後の修理は 

修理によって本装置の性能が維持出来る場合は、お客様のご要望により有料にて修理致します。 

保守部品の保有期間について、納入後７年とします。 

 

 

 

保証およびアフターサービスについてご不明な点がございましたら、販売店また

は弊社営業部にお問い合わせ下さい。 

 

 



ご不明の点がございましたら、下記電話番号へお気軽にご相談ください。 

＜03-5370-5700＞ 

 

     創造と豊かな対話のために 

        

                    通信営業本部 〒168-850１ 東京都杉並区久我山 1-7-41 

 

ＹＭＬ００１５１１（第５版） 

２００６年０８月発行 
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